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限定してもよいという条件がつくな

らば、ブラウザアプリケーションから

スマートクライアントへの移行を真

剣に考えるべきでしょう。なぜならば

ユーザーはシステムに対して、いかに

早く効率的に仕事をこなしてくれる

かという点を重要視するからです。

Windowsフォームを
作成するに当たって

コンピュータが登場した黎明期か

らしばらくの間、ユーザーはコンピュ

ータを操作するためにキーボードか

ブラウザから
スマートクライアントへ

最近WebアプリケーションではAjax

が脚光を浴びています。GoogleMapに

代表されるこの仕組みがもてはやされ

るということは、既存の不自由なブラ

ウザベースのインターフェイスに不満

を持つユーザーがいかに多かったかと

いうことを示しています。しかし業務

アプリケーションの世界においては、

もっともっとリッチでスマートなイン

ターフェイスが要求されます。

イントラネットでOSをWindowsに

らすべての命令を入力する必要があ

りました。しかしGUIという新しい

インターフェイスが発明［注1］されてか

らは、一般の利用者はキーボードと

同じ程度にマウスをよく使うように

なりました。Windowsは（その名前

が表わすように）最初から、このGUI

とマウスを使ったインターフェイスを

使うことができたOSのひとつです。

そして.NET以前のVisual Basic時代

から、開発者は使いやすいWindows

フォームを簡単に実装できる開発環

境を手に入れていました。

GUIとマウスというインターフェイ

スは、コンピュータを初めて使う人に

とっては直感的に利用できます。し

かしエンタープライズシステムでは、

わかりやすいこともさることながら

「定型作業においてデータをすばやく

入力できる」ことも非常に重要な要
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注1）歴史的にはLisaが、一般ユーザーがGUI
とマウスを手に入れることができた最初のコン
ピュータだといわれています。
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素です。この2つが合わさって初めて、利用者にとって

役に立つITの仕組みと言えるでしょう。

❉プレゼンテーションレイヤーで実装するべきこと

Windowsフォーム上にはボタンやテキストボックスが

配置され、ユーザーからの入力を待機する状態になって

います。ユーザーはマウスやキーボードを使って、デー

タを入力したり処理を実行したりします。この順序は必

ずしも固定である必要はなく、好きな順番でデータの入

力や処理の実行を行なうことができます。

しかしプログラミング言語という視点で見てみると、

通常は上から順番にプログラムが実行されることになっ

ています。このため単にBASICやC言語の実装方法では

GUIのプログラムを記述することはできません。そこで

Visual Basicでは「イベント駆動型」のプログラミング

スタイルを開発者に提供しました。イベント駆動型のプ

ログラムでは、「ボタンが押された」「文字が入力された」

というようなイベントに対し、そのイベントに応じた処

理を記述します。これにより開発者は、簡単にGUIのプ

ログラムを記述することができるようになりました。

さて、もう少し詳しくこのイベント駆動型のプログラ

ミングについて見てみましょう。エンタープライズアプ

リケーションでボタンが押されたときは、通常は何かし

らの業務処理を実行しようとしているときです。この処

理では、画面上の情報の取得や情報の内容による処理の

分岐、データベースの操作が行なわれます。.NET以前

のVisual Basicでは、これらの処理がまとめてひとつの

フォーム内に実装されていることがよくありました。し

かしそのような実装を行なった場合には、処理が不可分

なものとなってしまいます。たとえば実際のアプリケー

ション開発では、同じテーブルを操作する複数の処理が

あるかもしれません。また、同じ処理を行なうために、

WindowsフォームとPDAなど複数のユーザーインター

フェイスを用意するかもしれません。そのようなことも

考慮して、.NET FrameworkではApplication Architec

ture for .NET（以下AAfN）というアーキテクチャに従

って、複数のレイヤーでひとつのイベントを実装するこ

とを勧めています。

つまり、プレゼンテーションレイヤーに含まれるイベ

ントプロシージャでは画面に関する必要最低限の処理の

みを記述して、本質的な業務ロジックやデータベースア

クセスのプログラムはバックエンドのレイヤーに任せる

ことが必要となってきます（図1）。

ビジネスロジックとテーブル操作用のクラスは次回以

降で解説することにして、ここではプレゼンテーション

レイヤーに実装する画面処理について、さらに詳しく見
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・Visual Basic 6.0以前
ひとつのフォームの中にすべての処理が記述されていた。
似た処理はコピー＆ペースト

・.NET＋AAfN
複数のフォームから、ビジネスロジックを共用している。 
画面に関係なくデータベース処理が定義できるようになっている。

ビジネスロジック
ビジネスロジック

テーブルA用

テーブルA用 テーブルB用

Private Sub cmdExecute_Click()

End Sub

A.exe A.exe

C.dll

B.dll

図1：Visual Basic 6.0以前と.NET＋AAfNの比較




